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静岡県志太・榛原地域における計画段階評価

１．志太・榛原地域の課題

①大井川渡河部における交通渋滞

３．政策目標

①交通容量確保による渋滞の緩和

○志太・榛原地域の大井川渡河部付近では、
渋滞箇所が点在しており、朝夕ピーク時に
渋滞が発生。（図１）

○大井川渡河部では、左岸側の向谷IC付近に
おいて朝ピーク時約3km、右岸側大代IC付近
において夕ピーク時約3kmの渋滞が日々発生
しており（図１）、日常生活に支障をきた
している。（写真１） 志太・榛原地域

図１ 島田市周辺の道路ネットワ－ク

○島田金谷バイパスの渋滞損失時間は、17万人時間/年･kmと中部管内直轄
平均の約１．５倍で、自専道系の道路で見ると、中部管内ワースト１位。
（図２）

写真１ 新大井川橋の渋滞状況

島田金谷ＢＰ区間

そ の 他 区 間
（一般道系）

そ の 他 区 間
（自専道系）

図２ 中部管内直轄国道kmあたり損失時間（事業中並行区間等除く：H17センサス区間）

国道１号島田金谷バイパス
（ワースト32位/169区間）
⇒17万人時間/年・km

（中部直轄平均の1.5倍）

中部管内直轄国道平均：11万人時間/年・㎞
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国道１号島田金谷バイパス
（ワースト1位/27区間）
⇒17万人時間/年・km

（中部直轄平均の1.5倍）

島田金谷ＢＰ区間

そ の 他 区 間
（自専道系）

中部管内直轄国道平均：11万人時間/年・㎞

２．原因分析

①国道１号・周辺道路における交通容量不足

○国道１号新大井川橋及び並行する大井川橋や島田大橋、谷口橋といった

並行する橋梁部でも混雑し、大井川渡河部はパンク状態。（図３）
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○国道１号島田金谷バイパスは新大井川橋だけでなく、全線で混雑度が
1.0を超過しており、交通容量不足が顕在化。（図４）

図３ 大井川渡河部の交通量と混雑度

図４ 国道１号島田金谷バイパスの交通量・混雑度
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トンネル部

４．対策案の検討

対応方針（案） ：案①による対策が妥当

・

・

・
・
・
・

・島田金谷バイパス４車線化による容量拡大により、走行
速度が向上し、所要時間が短縮。

○

・島田金谷バイパス４車線化による容量拡大により、走行
速度が向上し、所要時間が短縮。

○

定時性の向上

〔指標〕
ﾋﾟ-ｸ時旅行速度の向上

（菊川IC⇒野田IC間）
〔指標〕
所要時間の短縮

（菊川IC⇒野田IC間）

【現況】１１０万人時間/年 ⇒ 【整備後】３８．８万人時間/年
（損失時間削減率：約６割）

○

約２６５億円

○

【案②】 バイパス案（上り：約9.3km、下り：約10.4㎞）

・島田金谷バイパス４車線化により、渡河部から菊川ICに
かけての渋滞（上り線）、渡河部から旗指ICにかけての
渋滞（下り線）が緩和。

約２４０億円コスト

◎

【現況】１１０万人時間/年 ⇒ 【整備後】３９．６万人時間/年
（損失時間削減率：約６割）

・島田金谷バイパス４車線化により、渡河部から菊川ICに
かけての渋滞（上り線）、渡河部から旗指ICにかけての
渋滞（下り線）が緩和。

○

【案①】 拡幅４車線案（上下：約10.4㎞）

交通容量確保による
円滑性の向上

〔指標〕
損失時間の低減

総合評価

評価軸

静岡県志太・榛原地域における計画段階評価

【計画概要】

図５ 静岡県島田市野田～掛川市佐夜鹿における対策検討
しまだ の だ かけがわ さよしか
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案①、案②標準横断図 現況断面

整備断面

土工部

橋梁部

大
井
川

【現況】
（ピーク時旅行速度） 31km/h
（所要時間） 18分

【整備後】
51km/h
11分⇒

【現況】
（ピーク時旅行速度） 31km/h
（所要時間） 18分

【整備後】
51km/h
10分⇒

（参考）当該事業の経緯等
都市計画決定等の状況

・S46. 3 都市計画決定済み
・S55 全線暫定供用

地域の要望等
・H22.11   静岡県知事が道路局長に菊川ＩＣのフル化と島田金谷バイパスの

４車線化を要望。
・H23. 5 島田市長が中部地方整備局長に菊川ＩＣのフル化と島田金谷バイパス

の４車線化を要望。
・H23. 7 静岡県知事が中部地方整備局長に島田金谷バイパスの早期４車線

化と国による菊川ＩＣのフルインター化を要望。
・H23.11 島田・磐田間バイパス建設促進期成同盟会が国土交通大臣政務官に、

島田金谷バイパス全線４車線化と菊川ＩＣのフルインター化を要望。

渋滞箇所

一般県道

主要地方道

一般国道

事業中区間

対象区間

凡例

渋滞箇所

一般県道

主要地方道

一般国道

事業中区間

対象区間

凡例

２



島田市

掛川市

富士山静岡空港

該当箇所

L=10.4km

大代IC
旗指IC 野田IC

東光寺IC

日坂IC

島田金谷ＩＣ

向谷IC

菊川IC
金谷御前崎
連絡道路

菊川市

新東名高速道路

１１

１１

150150

473473

焼津市

吉田町

牧之原市

御前崎市

菊川市

島田市

掛川市

藤枝市
静岡市

藤枝岡部ＩＣ

焼津ＩＣ

吉田ＩＣ

相良牧之原ＩＣ

菊川ＩＣ

掛川ＩＣ

富士山静岡空港

該当箇所

L=10.4km

大井川

焼津港

大代IC
旗指IC 野田IC

東光寺IC

谷稲葉IC

内谷IC

広幡IC
藪田東IC

丸子IC

日坂IC

八坂IC
千羽IC宮脇IC

西郷IC
金谷御前崎
連絡道路

島田金谷ＩＣ

藪田西IC

向谷IC

菊川IC

新
東
名
高
速
道
路

東
名
高
速
道
路

至 御前崎港

・起 終 点：静岡県島田市野田～静岡県掛川市佐夜鹿

・延 長 等：１０.４ｋｍ（４車線、設計速度８０km/h）

・全体事業費：約２４０億円

・計画交通量：約５８，８００台／日

島田金谷バイパス
（４車線化）

一般国道１号 島田金谷バイパスに係る新規事業採択時評価
しまだかなや

１．事業概要 ３．整備効果

２．道路交通上の課題

乗用車 小型貨物 普通貨物

約２7,０００台/日 約６,１００台/日 約２５,７００台/日

しまだ のだ かけがわ さよしか

① 交通容量不足による交通渋滞

・該当箇所は2車線で暫定供用されており、交通容量不足により渋滞が発生。

・特に大井川渡河部では左岸側の向谷IC付近において朝ピーク時約3km、

右岸側大代IC付近において夕ピーク時約3kmの渋滞が日々発生しており、
日常生活に支障をきたしている。

図３ 損失時間削減効果

効果① 交通容量確保による渋滞の緩和

・大井川渡河部並行路線の渋滞緩和

図１ 事業位置図

渋滞状況（新大井川橋：上り線）

▲当該区間の渋滞状況

・該当箇所の損失
時間は、17万人
時間/年･kmと中
部管内直轄平均
の約1.5倍で、
自専道タイプの
道路で見ると、
中部管内ワース
ト１位。(図２)

・４車線化に伴う交通容量の拡大により、該
当箇所で発生している損失時間の約６割
（70万人時間/年）を削減。（図３）

費用対便益の詳細

・経済的内部収益率（ＥＩＲＲ）：１８．３％
※1：総費用・総便益については、基準年(H23)における現在価値を記入
※2：便益には、３便益（走行時間短縮便益、走行経費減少便益、交通事故減少便益）を計上

しずおか しずおか

図４ 並行路線（大井川渡河部）の混雑度の変化

国道1号
新大井川橋

（県）島田金谷線
大井川橋

（主
）島
田
吉
田
線

島
田
大
橋

（主
）島
田
吉
田
線

谷
口
橋

至 御前崎 至 東名 吉田IC

至

東
京

至

名
古
屋

大代IC 野田IC旗指IC

向谷IC

11

・損失時間[万人時間/年]
現況 110万人時間/年
４車拡幅後 40万人時間/年
削減率 約６割削減

・ピーク時旅行速度の向上・所要時間の短縮

・菊川IC⇒野田IC間のピーク時旅行速度 ３１km/h⇒５１km/h
・菊川IC⇒野田IC間の所要時間 １８分⇒１１分（７分短縮）

・４車線化に伴う交通転換により、他の渡河部（橋梁部）における渋滞が緩和。
（図４）
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走行時間短縮便益 ： １,２００億円

走行経費減少便益 ： ５６億円

交通事故減少便益 ： ３４億円

総便益 １,２８９億円

事業費 ： １８２億円

維持管理費 ： ４６億円
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図２ 中部管内直轄国道kmあたり損失時間
（事業中並行区間等除く：H17センサス区間）

該当箇所
（国道１号島田金谷バイパス）
（ワースト1位/27区間）
⇒17万人時間/年・km
（中部直轄平均の約1.5倍）
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一般国道１号 島田金谷バイパスに係る新規事業採択時評価
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一般国道1号島田金谷バイパス（４車線化） Ｌ=１０．４km
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